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I。はじめに

技術という語は多くの分野で用いられ、またそ

の意味内容も様々であるが、本小論では、スポー

ツ運動の領域において、ある一定の課題を解決す

るための合目的的で、経済的な運動遂行の仕方と

して運動技術を捉えておきたい13-260頁以下)。し

たがって、運動技術は、「け上がり」や「前転と

び」などの「技(Ubung)」と呼ばれる運動と

は区別されたい。また、指導の手順や方法を内容

とする指導技術とは異なることを断っておきたい。

初心者においては、技が単にできるできないと

いうことだけが関心事になることが多い。しかし、

技ができる段階にもいろいろなレベルがある。そ

の技の技術を何とか適用できる段階から、ある一

定の条件下ではいつでも成功させられる段階、すっ

きりとした姿勢的印象を示して流動的に捌かれる、

洗練された段階もある。さらに習熟の高い段階で

は、より難しい状況においても洗練された捌きを

行うことができる13-374頁以下)。この習熟段階に

達するためには、何度も技の反復練習を重ねてそ

の技術の定着を図るだけでなく、起こりうる失敗

や事態をできる限り想定し、その対処法を訓練し

習得しなけれぱならないという5-69頁以下･11-114頁)。

それでは、このように習熟した段階においては、

技術はどのような形で身につけられているのだろ

うか。この内容について、本小論では、実験を通

してモルフォロギー的な観点から13-106頁以下)明

らかにしようとする。一般論としての習熟者の特

徴は既に論じられており、これは大まかなトレー

ニング課題の配列を決める上で極めて有用である。

しかし、個々の技によって具体的なトレーニング

課題は異たってくるため、個別的研究の必要性が

ある。そこで本研究では、「後方浮支持回転」の

技術習得を対象に考察していくことにする。

図1 後方浮支持回転倒立(上段)と後方浮支持回転(下段)/(文献5 -207より改変作成)
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Ⅱ ｡「後方浮支持回転」の基本技術

「後方浮支持回転」(図1下段)は学校体育の

教材としても取り上げられることの多い技である

が、より高い技の習熟を競う体操競技では、発展

形態である「後方浮支持回転倒立」として行われ

て技の価値が認められる(図1上段)。この技の

終わりの体勢に義務づけられた倒立とは、静止す

ることに価値がある倒立ではなく、雄大性8-163頁

以下)表現として浮支持の振幅を極限にした運動

であり、流動性を内包している必要がある。この

倒立位を動的な振動運動の経過の中で印象づけな

ければならないことは、矛盾しているようにも思

われるが、動きの速さのリズミカルな変化やすっ

きりと伸びた姿勢を運動経過の中に強調すること

で倒立位表現は生み出されてくる。

「後方浮支持回転倒立」の終末局面において伸

ばされることになる体が、鉛直位から正面水平位

に外れた体勢となった場合、この体勢が後方回転

の中で現れることを考えれば、相当に倒立位印象

を弱めることに作用する。したがって、倒立位印

象を強調しようとするなら、少なくともバーの鉛

直上に体が位置することになるよう実施する必要

があるが、この実施は倒立を経過しないで振れ戻っ

てしまう失敗と隣り合わせの関係になってくる。

このような失敗に対しては演技評価の上で大きな

ペナルティーが課せられるため3-S.29f･)、試合の

本番になると、倒立から正面水平位側へ外れた実

施をしてしまう選手は少なくない。ここに、倒立

に持ち込むことの難しさがある。

さて、まずここで「後方浮支持回転倒立」のミ

ニマム形態である「後方浮支持回転」の基本技術

について触れておこう。この技は、正面浮支持の

体勢から鉄棒のバーを中心に後方回転し、再び正

面浮支持に戻るという運動経過を示す。この技の

表記にある「浮支持」とは、運動経過において握

りを除いては体をバーに接触させてはならないと

いうことを意味し、この技の成立条件の一つになっ

ている。「後方浮支持回転」は、腹部をバーに巻

き付けるようにして回転することも許される「後

方支持回転(別称、腕立て後ろ回り)」に比べ、

回転経過でバーから体が離され易くなるため実施

は難しくなる。しかし、「後方浮支持回転」の達

成に極めて重要な回転加速を生み出す技術は、

「後方支持回転」における回転加速技術の習熟に

よって養成される。このことから、「後方浮支持

回転」は「後方支持回転」の発展技に体系づけら

れている8-402頁､10-127頁以下)o

「後方浮支持回転」の基本技術として、金子9

-200頁以下､10-196頁以下)は肩回転加速技術"と

“回転制御技術"を挙げている。“肩回転加速技

術"は、開始の浮支持から足を振り下ろす局面で、

肩を積極的に後ろへ倒す操作により回転加速を得

ようとするものである。この局面の中でとくに肩

が鉄棒上を通過する経過で、体を一直線に保ち、

肩帯を緊張させて肩角度を狭く保ち、握りは一気

に指の方にずらす努力操作により、体の回転加速

は生み出されることになる。この操作においては、

背屈頭位でも背を丸く保って肩角度を固定する筋

努力が大切であり、これによって、肩を後方に倒

した勢いが回転に結びつけられる。この操作は

“はずじ技術とも呼ばれている。

“回転制御技術"は、頭位・体の反りと手首の

返しといった技術要因で構成され、回転にブレー

キを与え、回転の完了と連続へのコソトロールを

目的としている。終末を倒立に持ち込むためには、

これに加え、積極的に肩角を増大させる努力操作

が必要となってくる。

以上の技術内容については、ボルマン2-S.185ff｡)、

ガペルドフスキー4-162頁以下)、ウクラッ14-S･54if.)

らによる体操競技の代表的指導書においても、金

子と同様の技術が述べられている。しかし、これ

らの指導書においては、金子の「連続へのコント

ロール」という記述が意味する“循環性"の考え

方は見られない。すなわち、「後方浮支持回転」

が「回転未満」の運動として実施された場合、

「棒下振り出し」との区別がつかなくなる可能性

があり、また、循環性を課題としない場合には、

「後方浮支持回転倒立」への発展を約束する技術

因子が含まれてこなくなることも考えられ得るの

である。金子10)は、これらのことも考慮して技

の指導体系を組んでいる。
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HI.実 験

1.被験者

「後方浮支持回転倒立」に高い達成力をもつ者

として被験者Aと、ある一定の条件下では達成で

きる者として被験者Bの2名を選出した。

被験者Aは、競技力としては優れた成績をもっ

てはいないが、多くの競技会においてこの技を明

確な倒立位にもち込むことに成功しており、この

技に対する習熟度は高いと考えられる。

被験者Bは、練習においてはときどき「後方浮

支持回転倒立」に成功するレベルである。

2。実験課題

この実験のねらいは、完成度の高い技術による

実施を選び出し、その動き方の特徴を浮き彫りに

することである。以下の実験構成より、習熟者が

行っている努力操作が運動経過に拡大された形で

現れてくると考えた。

被験者には、「後方浮支持回転倒立」をできる

限り連続するという実施課題を与えた。試技回数

は10回とした。使用した鉄棒は、支柱を床に差し

込むタイプのもので、支柱の固定性は悪く、公式

競技用鉄棒のバーに比べると、バーの弾性はかな

り少なく、この弾性を利用した技の実施は期待で

きない。また、被験者Aには、ウォームアップな

しで、素手で実験試技を行わせた。被験者は通常、

練習や競技会においてプロテクターを使用してい

る。このプロテクターは、手の皮を保護すること

と、バーから手が離されないよう握りの援助をす

るために用いられる、手に装着する用具である。

このプロテクターの使用によって、相当な力が急

激に手に加わっても握りが離されることは少なく

なるので、技術の不完全さが補われることにもな

る。したがって、以上の実施条件の下で課題を達

成するには、高い習熟度が要求されることになる。

なお、被験者Bについては安全性を優先しプロテ

クターの使用を認めた。これは、被験者Bが素手

による実施に不安があると述べたためである。

3。考察資料

「浮支持回転」を横方向から観察すると、肩帯

部、腰、膝などの動きの変化や姿勢的特徴がよく

分かることから、全ての試技は横方向からビデオ

撮影した。実施における被験者の感覚運動的努力

操作や実施感覚などの情報は、問答法形式8-285

頁)で入手した。これらの内容を考察の基礎資料

とした。

撮影された試技はノーマルスピードで映像再生

して、動き方の特徴や姿勢変化を観察し記録した。

小さな動きや僅かな姿勢変化などはノーマルスピー

ド再生だけでなく、さらにスロー再生して観察し

記録した。考察資料に用いた運動経過図は、基礎

資料の映像をビデオプリンターで用紙に出力し、

それをトレースして並べたものである。

4。結果と考察

(l)試技結果

表1は、被験者の習熟度を確認する目的で、各

試技における「後方浮支持回転」の実施回数、そ

の終末体勢、姿勢的欠点を採点規則の基準3)に基

づいて区分してまとめたものである。倒立位評価

においては、肩角度が開かれていないことや(図

2a)腰の曲がり(図2b)が観察された実施に

ついては倒立から正面支持側へ外れているとし、

やや前傾した体勢で僅かに体を反らせたものにつ

いては(図2c)、明確な倒立位に持ち込まれた

と判断した。なお、体の回転の停滞と加速といっ

た動きのリズムの変わり目が現れた局面を技の終

末とした。これは、逆位姿勢による体の上昇が停

滞する局面から、足の振下ろしが始まる局面まで

の経過にあたる。
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表1 試技結果一 覧

・終末体勢:

○=明確な倒立位

、'=後ろ(正面支持側)にやや外れた

→=後ろ(正面支持側)に大きく外れた

sヽ=倒立で停滞した後、前に倒れた

←=倒立で停滞することなく前に倒れた

・姿勢的欠点:

腕=顕著な腕の曲がり

膝=顕著な膝の曲がり

反=極端な体の反り

1回の試技の中で連続された回数は、記号を付

すことで示されている。被験者Aの実施回数は、

試技を重ねるにつれて多くなった。明確な倒立位

にもち込んだ実施(○印)については、第7試技

で初めて行われ、これ以降の試技において増えて

いる。また、終末体勢にっいて見ると、大部分が

高いといえる。これに対し、被験者Bの実施回数

は、第6試技を除いてすべて1回のみであった。

また、全試技において一度も明確な倒立位には持

ち込めておらず、そのほとんどが倒立位から大き

く外れた実施であった。これは、まだ習熟不足で

あることを示している。

次に、外れた方向について見てみよう。倒立位

からの外れは、前側と後ろ側の2通りとなる。前

側への外れと後ろ側への外れの実施頻度は、被験

者Aにおいては試技全体の中で同程度に現れてい

るが、被験者Bの実施では、ほとんどが後ろ側に

外れている。このことから、被験者Aの場合、実

施毎に倒立位への方向修正を試みていたことが分

かる。被験者Bは、結果としては方向修正に成功

していない。

倒立位近くにもち込まれた実施0ヽ印、7印)と (2)運動経過の特徴

なっており、倒立位から大きく外れた実施(→印、

←印)は僅かな回数であった。これは、被験者A

においては不慣れな条件下でもそれに対応して

「後方浮支持回転倒立」の技術を適用しているこ

とを意味している。つまり、被験者Aの習熟度は

被験者Aの試技全般を観察した結果、2つのタ

イプの特徴的な動き方が認められた。ここでは、

2タイプの典型例として、被験者Aの第8試技と

第10試技の実施を取り上げよう。なお、被験者B

は、「後方浮支持回転倒立」を達成することがで
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図3 「胸つり上げ型」(披験者A:第8試技、3回目への移行経過)

きなかったため、

とにしたい。

図4 「胸先行型」(披験者A:第10試技、4回目への移行経過)

ここでの考察対象からは外すこ が明らかに開き始める局面を基礎資料から選び出

したものである。図3と図4の4コマは、肩角度

図3は、第8試技の2回目から3回目への移行

経過を示している。図4は、第10試技の3回目か

ら4回目への移行経過を示している。この両者を

比較しやすくするために、図3と図4の各局面は

対応させてある。図3と図4の1コマは、肩角度

が最大に開かれた局面、図3と図4の5コマは、

足先の下降が始まった局面、図3と図4の6コマ

は、足の振り下ろしに伴って前に出された肩が、

後ろに移動し始める局面を選び出したものである。
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1~4コマの経過は、先述しだ回転制御技術"

を行う局面である。この局面を「回転制御局面」

を呼んでおこう。4~7コマの経過は、倒立位か

ら正面支持に持ち込む局面であり、これを「振り

下ろし局面」としよう。6~8コマの経過は、肩

の“はずし技術"を行う局面であり、これを「は

ずし局面」としよう。ここでは比較考察し易くす

るために、各局面に分けて述べていきたい。

①回転制御局面(1~4コマ):

図3の実施における肩角の開き出し操作につい

ては、肩がパーの鉛直上に至る手前で急激に止め

て、肩角度は180度まで開かないで固定している

ことが観察された。また、4コマの前後の経過で

は、体の上昇や回転運動はほとんど消失し、ほぽ

一定姿勢が保たれている。この操作によって、足

先が後方に流れることを防ぎ、体の上昇方向の修

正を行っているのである。図4の実施における肩

角の開き出し操作では、上昇途中で停滞すること

なく180度まで一気に開かれている。また、この

肩角増大は、肩がバーの鉛直上を通過するまで続

けられている。このような動作は、実施者が予定

した倒立位におさめにいく場合によく認められる。

この局面は、背を丸めて腰を曲げた逆懸垂姿勢

から肩角をエネルギッシュに開き出す操作により、

後方回転運動を上昇運動に変化させるところであ

る。この肩角度増大の操作には、腰の屈身動作が

伴う。これらの操作を行う時機や筋努力程度によっ

て、体の上昇の勢いや方向がコソトロールされる

のだが、それはこの局面に至るまでに作り出した

後方回転の勢いの程度に応じて変化する。したがっ

て、この局面で現れている両者の動き方の違いは、

技術要因の適用程度の違いであり技術の違いを意

味するものではない。

①振り下ろし局面(4~7コマ):

5コマの局面から足先の明らかな下降が始まる。

図3では、肩は支持点の鉛直上よりもやや前に出

ている。この体勢から体を真っ直ぐに保ち、振り

下ろしに同調してさらに肩を前に出しながら正面

浮支持に持ち込んでいる。被験者は、この振り下

ろし方について「胸をつる」と報告している。

「胸をつる」という聞き慣れない言葉は、姿勢的

変化だけでなく力動的分節も含めた運動の機能を

表す表現であり、重力に抗して身体のある部分を

持ち上げるような筋努力を意味している(図5b

参照)。つまり、ここでは足の下降を抑制しなが

ら体をバーに寄せているのである。この振り下ろ

しのタイプを「胸つり上げ型」と呼んでおこう。

これに対し図4の振り下ろしでは、体を反って

胸を先行させて正面浮支持に持ち込んでいる。ま

た、5コマの局面では肩と足先は支持点の鉛直上

よりも後方にあり、重心位置は図3に比べて後方

に大きく外れているが、6コマの水平位への移行

経過で肩を前方に移動させ、全体としてバランス

を保っている。このタイプの振り下ろし方を「胸

先行型」としておきたい(図5a参照)。明確な

倒立位に持ち込まれた実施や、前側に外れた倒立

位に持ち込まれた実施に続けられた振り下ろしは、

姿勢変化や動きの大きさの度合いに違いはあるも

のの、胸先行型の振り下ろしであった。

被験者の報告では、上記の2タイプの振り下ろ

し方を状況に応じて意識的に使い分けているとい

う。振り下ろし局面では、“はずし技術"が有効

に行われるようコントロールすることになるのだ

が、被験者はそれを2通りの仕方で解決している

のである。

図5 振り下ろし(文献8 -461頁より転写)

③はずし局面(6~8コマ):

この局面では、技の達成のベースとなる後方回

転加速が生み出されることになるのだが、その技

術的特徴としてこの経過には背を丸めた背屈頭位

姿勢が現れる。図3と図4の実施において、両者

とも腰曲げ動作を伴った背を丸くした背屈頭位姿

勢が現れている。また、この後の経過については、
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両者とも明確な倒立位に持ち込まれていることか

ら、はずし局面では両者に技術的な相違点は見い

出せない。

①まとめ:

これまでの考察から、習熟者の実施においては、

肩回転加速技術や回転制御技術といった「後方浮

支持回転」の基本技術の変容は認められたいが、

振り下ろし局面に2つのタイプの動き方が現れる

ことが確認された。そして、これらの振り下ろし

方は、「後方浮支持回転倒立」の終末体勢の違い

に応じて使い分けられていることが分かった。

Ⅳ。結語と展望

演技において技は単体として行われることはな

く、つねに前後の経過との関わりをもって行われ

ることになる。ある予定した組み合わせで技を実

施する場合でも、必ずしもいつも一定した体勢か

ら技が行えるとは限らない。つまり、乱れた体勢

からでも技を成功に導くための準備が必要となる

のである。本研究で取り上げた「後方浮支持回転」

の実施においては、上記の意味での乱れへの対処

の仕方として、習熟者は2つのバリエーションを

身につけていた。このような技能を持つことが、

技の技術適用の範囲を拡大させることになるので

あろう。

本研究で明らかにされた習熟者の技術的特徴は、

「後方浮支持回転倒立」を連続するための技術要

素であり、「後方浮支持回転倒立」の連続ではな

くて他の技との組み合わせで連続する課題におい

ては、その組み合わせに特有な運動経過が現れて

くることになろう。また、ここで示された技術的

内容の善し悪しの問題については本研究では触れ

られなかった。これらについては、今後の検討課

題としたい。


